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JA白山青壮年部舘畑支部が毎年作るひまわり迷路。
今年も大輪の花を咲かせ、地域の人々の憩いの場となった。

表紙の写真

特 

集

ひまわり迷路
（井口町）

J
A
白
山
の
自
己
改
革

8 A
ugust 第

122号August

8
第122号

2018

（平成30年6月末実績参考）

組合員数  6,864名（団体含）

貯金残高 71,231百万円
貸出金残高 17,373百万円
長期共済保有高 2,115.4億円
購買品供給高 601,711千円
販売品取扱高 77,383千円
職員数（パート除く） 140名

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所
平成 30 年 8 月 24 日（金）
平成 30 年 9 月 25 日（火）
午前9時～12時（基本30分単位）

JA 白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／本店総務課 谷口）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690T E L 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

平成30年11月13日（火）
石川県立音楽堂コンサートホール
JAで年金の振込を指定していただいている方
※新規受取・他金融機関よりJAへ変更手続き中、年金指定予約していただいた方のうち受給開始まで1年以内の方も対象となります。

平成30年9月21日（金）
抽選でペア31組（62名様）をご招待します。
応募用紙に必要事項をご記入のうえ、ご利用JA店舗窓口にお持ちください。
コンサートチケットの発送をもって、発表にかえさせていただきます。（平成30年10月3日（水）を予定）

日　　時

会　　場

応募対象者

応募期間

招待者数

応募方法

当選発表
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第
４
回
理
事
会

日
時
／
平
成
30
年
７
月
27
日（
金
） 

午
後
２
時
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
平
成
29
年
産
米
穀
共
同
計
算
結
果
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
29
年
産
米
穀
共
同
計
算
結
果
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
信
用
手
数
料
徴
収
規
程
の一部
変
更
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
23
年
10
月
よ
り
導
入
し
て
き
た
フ
ァ
ー
ム
バ
ン
キ
ン
グ（
Ｆ
Ｂ
）は
、法
人
Ｊ
Ａ

ネ
ッ
ト
バ
ン
ク（
Ｉ
Ｂ
）の
導
入
に
伴
い
、県
下
に
お
け
る
取
扱
い
を
終
了
す
る
に

つ
い
て
審
議
し
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
平
成
29
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌（
情
報
開
示
）に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
29
年
度
デ
イ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
理
事
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

平
成
30
年
６
月
23
日
開
催
総
代
会
に
て
総
額
で
承
認
さ
れ
た
理
事
報
酬
の
職
位
別

報
酬
額
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案
　
本
店
改
装
工
事
に
お
け
る
設
計
・
施
行
管
理
者
、
工
事
施
行
業
者
及

び
工
事
金
額
の
承
認
に
つ
い
て
（
可
決
）

本
店
改
装
工
事
に
お
い
て
、第
１
回
建
設
委
員
会
で
選
定
し
た
設
計・施
行
管
理
者

及
び
第
２
回
建
設
委
員
会
に
て
実
施
し
た
入
札
会
の
結
果
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の

内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
平
成
30
年
６
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
道
の
駅
直
売
所
６
月
末
収
支
報
告
に
つ
い
て

３
　
平
成
29
年
度
全
般
統
制
評
価
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

４
　
平
成
29
年
産
加
工
用
米
、
政
府
備
蓄
米
の
一
体
的
取
組
に
よ
る
共
同
計
算
等
の

精
算
に
つ
い
て

５
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
自
店
検
査
結
果
に
つ
い
て

６
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
有
価
証
券
運
用
実
績
に
つ
い
て

７
　
平
成
30
年
度
第
２
四
半
期
　
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

８
　
平
成
30
年
度
第
２
四
半
期
　
子
会
社
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
事
業
報
告
に
つ
い
て

９
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
苦
情
等
の
受
付
対
応
処
理
状
況
に
つ
い
て

10
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

11
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

12
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
組
合
員
数
に
つ
い
て

13
　
３
Ｊ
Ａ（
白
山・松
任・の
の
い
ち
）役
職
員
、運
営
委
員
合
同
研
修
会
の
開
催
に

つ
い
て

14
　
そ
の
他

　
　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
支
援
募
金
活
動
の
取
組
み
に
つ
い
て

こ
れ
ら
14
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

JA自己改革アンケートの中間報告
　本年３月の試行的自己改革アンケート実施にご協力いただきありが
とうございます。

（調査期間：平成30年3月1日～3月16日 無作為に抽出した組合員1,000名を対象）

JA自己改革とは「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標に掲げ、
「食と農を基軸として地域に根差した協同組合」の確立に取り組むことです。
JA白山は豊かで暮らしやすい地域社会の実現に向け、組合員の思いを経営に反映させるために、
アンケート調査を実施し、１人１人の声を聞かせていただきました。

アンケート対象
正組合員
准組合員 准

正

准正

准正

准正

准正

准正

■正組合員
■准組合員

■なし
■100万円未満
■100万円
　　～300万円未満
■300万円
　　～1,000万円未満
■1,000万円以上

■29歳以下
■30歳代
■40歳代
■50歳代
■60歳代
■70歳代
■80歳以上

■男性
■女性

● 組合員様ご自身について

■総代会などで知った
■パンフレットなどで知った
■イベントなどで知った
■JA職員から聞いた
■そのほかの方法で知った
■全く知らない

Q1. 

● 自己改革の認知度

65％
35％

66％

19％
9％

6％2％2％

36％

26％

34％

85％

9％
3％1％ 2％

あなたのJAは、「農業者の所得増大」「農業生産の
拡大」「地域の活性化」などを目標に地域農業の振
興は地域づくりに向けた自己改革に取り組んでい
ます。こうしたJAの取り組みをご存知ですか？

准正

■ある
■ない

Q1. 

● JAの総合事業
あなたが利用しているJA事業（これまでに利用し
た事業を含む）はありますか？

准正

■感じる
■どちらかといえば感じる
■どちらかといえば感じない
■感じない

Q2. JAは地域農業やくらしに必要な存在だとお感じ
になりますか？

准正

■思う
■どちらかといえば思う
■どちらかといえば思わない
■思わない

Q3. 地域の農畜産物を食べることや地域農業の体験
などを通じて、JAの地域農業の振興や地域づくり
活動を応援したいと思いますか？ 准正

■総合事業を継続すべき
■どちらかといえば継続すべき
■どちらかといえば特化すべき
■農業関連事業に特化すべき

Q4. 

Q1. 組合員属性 Q2. 年　代

Q3. 性　別 Q4. 農畜産物の販売金額
　　  （過去1年間・税込）

JAは、農業関連事業（営農指導事業、農畜産物販
売事業、生産資材購買事業など）を行っております
が、このJAの総合事業について、どのようにお考
えになりますか？

14％

27％

12％
21％

8％
18％

93％ 68％

52％ 65％
27％

5％ 3％

39％

6％
3％

28％

3％ 1％
7％

正

■知っていた
■このアンケートで知った
■知らない

Q1. 

● 准組合員制度

あなたは准組合員の事業利用の意義について、
ご存知でしたか？

正

■必要
■どちらかといえば必要
■どちらかといえば不要
■不要

Q2. 准組合員のJA事業利用は、正組合員（農業者）に
とっても必要だと思いますか？

正

■思う
■どちらかといえば思う
■どちらかといえば思わない
■思わない

Q3. 准組合員のJA事業利用が、正組合員（農業者）が
利用する農畜産物販売事業や生産資材購買事業
の改善や拡大を阻害していると思いますか？ 准正

■制限しない方がよい
■制限した方がよい

Q4. 准組合員のJA事業利用を制限されることについ
てどうお考えですか？

52％
28％ 58％

72％ 90％

10％

25％

2％ 1％

33％

6％ 3％

20％
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第
４
回
理
事
会

日
時
／
平
成
30
年
７
月
27
日（
金
） 

午
後
２
時
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
平
成
29
年
産
米
穀
共
同
計
算
結
果
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
29
年
産
米
穀
共
同
計
算
結
果
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
信
用
手
数
料
徴
収
規
程
の一部
変
更
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
23
年
10
月
よ
り
導
入
し
て
き
た
フ
ァ
ー
ム
バ
ン
キ
ン
グ（
Ｆ
Ｂ
）は
、法
人
Ｊ
Ａ

ネ
ッ
ト
バ
ン
ク（
Ｉ
Ｂ
）の
導
入
に
伴
い
、県
下
に
お
け
る
取
扱
い
を
終
了
す
る
に

つ
い
て
審
議
し
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
平
成
29
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌（
情
報
開
示
）に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
29
年
度
デ
イ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
理
事
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

平
成
30
年
６
月
23
日
開
催
総
代
会
に
て
総
額
で
承
認
さ
れ
た
理
事
報
酬
の
職
位
別

報
酬
額
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案
　
本
店
改
装
工
事
に
お
け
る
設
計
・
施
行
管
理
者
、
工
事
施
行
業
者
及

び
工
事
金
額
の
承
認
に
つ
い
て
（
可
決
）

本
店
改
装
工
事
に
お
い
て
、第
１
回
建
設
委
員
会
で
選
定
し
た
設
計・施
行
管
理
者

及
び
第
２
回
建
設
委
員
会
に
て
実
施
し
た
入
札
会
の
結
果
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の

内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
平
成
30
年
６
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
道
の
駅
直
売
所
６
月
末
収
支
報
告
に
つ
い
て

３
　
平
成
29
年
度
全
般
統
制
評
価
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

４
　
平
成
29
年
産
加
工
用
米
、
政
府
備
蓄
米
の
一
体
的
取
組
に
よ
る
共
同
計
算
等
の

精
算
に
つ
い
て

５
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
自
店
検
査
結
果
に
つ
い
て

６
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
有
価
証
券
運
用
実
績
に
つ
い
て

７
　
平
成
30
年
度
第
２
四
半
期
　
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

８
　
平
成
30
年
度
第
２
四
半
期
　
子
会
社
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
事
業
報
告
に
つ
い
て

９
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
苦
情
等
の
受
付
対
応
処
理
状
況
に
つ
い
て

10
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

11
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

12
　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
　
組
合
員
数
に
つ
い
て

13
　
３
Ｊ
Ａ（
白
山・松
任・の
の
い
ち
）役
職
員
、運
営
委
員
合
同
研
修
会
の
開
催
に

つ
い
て

14
　
そ
の
他

　
　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
支
援
募
金
活
動
の
取
組
み
に
つ
い
て

こ
れ
ら
14
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

JA自己改革アンケートの中間報告
　本年３月の試行的自己改革アンケート実施にご協力いただきありが
とうございます。

（調査期間：平成30年3月1日～3月16日 無作為に抽出した組合員1,000名を対象）

JA自己改革とは「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標に掲げ、
「食と農を基軸として地域に根差した協同組合」の確立に取り組むことです。
JA白山は豊かで暮らしやすい地域社会の実現に向け、組合員の思いを経営に反映させるために、
アンケート調査を実施し、１人１人の声を聞かせていただきました。

アンケート対象
正組合員
准組合員 准

正

准正

准正

准正

准正

准正

■正組合員
■准組合員

■なし
■100万円未満
■100万円
　　～300万円未満
■300万円
　　～1,000万円未満
■1,000万円以上

■29歳以下
■30歳代
■40歳代
■50歳代
■60歳代
■70歳代
■80歳以上

■男性
■女性

● 組合員様ご自身について

■総代会などで知った
■パンフレットなどで知った
■イベントなどで知った
■JA職員から聞いた
■そのほかの方法で知った
■全く知らない

Q1. 

● 自己改革の認知度

65％
35％

66％

19％
9％

6％2％2％

36％

26％

34％

85％

9％
3％1％ 2％

あなたのJAは、「農業者の所得増大」「農業生産の
拡大」「地域の活性化」などを目標に地域農業の振
興は地域づくりに向けた自己改革に取り組んでい
ます。こうしたJAの取り組みをご存知ですか？

准正

■ある
■ない

Q1. 

● JAの総合事業
あなたが利用しているJA事業（これまでに利用し
た事業を含む）はありますか？

准正

■感じる
■どちらかといえば感じる
■どちらかといえば感じない
■感じない

Q2. JAは地域農業やくらしに必要な存在だとお感じ
になりますか？

准正

■思う
■どちらかといえば思う
■どちらかといえば思わない
■思わない

Q3. 地域の農畜産物を食べることや地域農業の体験
などを通じて、JAの地域農業の振興や地域づくり
活動を応援したいと思いますか？ 准正

■総合事業を継続すべき
■どちらかといえば継続すべき
■どちらかといえば特化すべき
■農業関連事業に特化すべき

Q4. 

Q1. 組合員属性 Q2. 年　代

Q3. 性　別 Q4. 農畜産物の販売金額
　　  （過去1年間・税込）

JAは、農業関連事業（営農指導事業、農畜産物販
売事業、生産資材購買事業など）を行っております
が、このJAの総合事業について、どのようにお考
えになりますか？

14％

27％

12％
21％

8％
18％

93％ 68％

52％ 65％
27％

5％ 3％

39％

6％
3％

28％

3％ 1％
7％

正

■知っていた
■このアンケートで知った
■知らない

Q1. 

● 准組合員制度

あなたは准組合員の事業利用の意義について、
ご存知でしたか？

正

■必要
■どちらかといえば必要
■どちらかといえば不要
■不要

Q2. 准組合員のJA事業利用は、正組合員（農業者）に
とっても必要だと思いますか？

正

■思う
■どちらかといえば思う
■どちらかといえば思わない
■思わない

Q3. 准組合員のJA事業利用が、正組合員（農業者）が
利用する農畜産物販売事業や生産資材購買事業
の改善や拡大を阻害していると思いますか？ 准正

■制限しない方がよい
■制限した方がよい

Q4. 准組合員のJA事業利用を制限されることについ
てどうお考えですか？

52％
28％ 58％

72％ 90％

10％

25％

2％ 1％

33％

6％ 3％

20％
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営農だより 
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
出
荷
者
農
園

　生
産
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

元
気
の
源

小
ギ
ク
初
出
荷

取材を受けてくださった
伊藤幸司さん

笑顔が素敵な山岸雪子さん

安産営農組合の圃場にて

早朝５時から元気に作業していました

　
７
月
21
日
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
駐
車

場
横
の
農
園
で
、
生
産
者
の
伊
藤
幸
司
さ
ん

（
陽
羽
里
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
４
月
12
日
の
北
國
新
聞
の
記
事
を
見
て
、

「
以
前
か
ら
庭
で
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
を
や
っ

て
い
た
。
も
と
も
と
農
業
に
興
味
が
あ
っ
た

た
め
、
家
族
の
後
押
し
も
あ
り
３
月
の
退
職

を
機
に
農
園
を
や
る
こ
と
を
決
め
た
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

　「
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
と
は
違
い
戸
惑
う
こ

と
も
あ
る
が
、
水
管
理
や
施
肥
、
虫
食
い
な

ど
営
農
指
導
員
や
同
じ
農
園
仲
間
か
ら
助
言

を
も
ら
え
る
の
で
、
初
心
者
で
も
や
れ
て
い

る
」
と
嬉
し
い
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。
す
で

に
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
、
イ
ン
ゲ
ン
を
よ
ら

ん
か
い
ね
ぇ
広
場
へ
初
出
荷
し
た
そ
う

で
す
。「
出
荷
を
目
標
に
す
る
こ
と
で
作

る
楽
し
み
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

出
荷
時
は
、
定
植
の
日
や
肥
料
の
種
類

な
ど
の
栽
培
記
録
を
詳
細
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
書
き
方
な
ど
戸
惑
い
も

あ
っ
た
が
、
Ｊ
Ａ
職
員
に
教
わ
り
不
安
は

な
か
っ
た
。
育
て
た
野
菜
が
売
れ
て
無
く

な
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
う
れ
し
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
順
調
に
出
荷
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
お
孫
さ
ん
３
人
と
奥
様
も

一
緒
に
、
早
朝
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
キ
ュ

ウ
リ
を
収
穫
。
用
意
し
た
箱
４
つ
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
６
日
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ト
イ

モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
枝
豆
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
オ
ク
ラ
、

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
家
族
と
一
緒
に
定
植
し
た

苗
は
、
周
り
の
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
に
負
け

ず
劣
ら
ず
大
き
く
育
ち
、
収
穫
を
待
つ
ば

か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
25
日
、
月
橋
町
の
山
岸
嘉
平
さ
ん

（
86
）の
梨
園
で
は
、
蒸
し
暑
い
な
か
奥
様

の
雪
子
さ
ん（
83
）と
娘
さ
ん
の
３
人
で
、

頭
上
に
張
ら
れ
て
い
る
ワ
イ
ヤ
ー
に
梨
が

触
れ
て
痛
ま
な
い
よ
う
手
入
れ
中
で
し
た
。

　
雪
子
さ
ん
は
梨
園
を
『
生
き
が
い
セ
ン

タ
ー
』と
呼
び
、「
毎
日
来
る
こ
と
で
梨
の

木
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
話
し
、

笑
顔
で
１
０
０
本
分
の
作
業
を
し
て
い
ま

し
た
。
梨
の
木
を
植
え
て
48
年
。
年
齢
を

考
え
て
毎
年
今
年
で
最
後
と
思
い
な
が
ら

も
、
フ
ァ
ン
の
方
か
ら
「
今
年
も
作
る
ん

や
ろ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
る
人
の
た
め
に
頑
張
っ
て
続
け

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
８
月
後
半
の
収
穫
は
ほ
と
ん
ど
が
固
定

客
の
予
約
で
無
く
な
り
ま
す
が
、よ
ら
ん
か

い
ね
ぇ
広
場
に
も
出
荷
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
７
月
31
日
、
蝶
屋
地
区
で
小
菊
の
出
荷
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
猛
暑
の
影
響
で
外
気
が
25
度
以
上
あ
る

た
め
、
ツ
ボ
ミ
を
つ
け
て
も
硬
い
ま
ま
で
開

く
様
子
が
見
ら
れ
ず
、
出
荷
時
期
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
は
早
朝
や
夕
方
に
水
を
撒
き
、

試
行
錯
誤
で
菊
周
り
の
気
温
を
下
げ
る
取
り

組
み
な
ど
を
重
ね
ま
し
た
。
改
め
て
生
育

状
況
と
出
荷
時
期
の
調
整
は
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
初
出
荷
で
は
、
秀
品
・
優
品
合
わ
せ
て

11
箱
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
へ
の
花
束
の
出
荷

も
、
お
盆
前
か
ら
行
う
予
定
で
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大 ナ

ス
部
会
初
出
荷

「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」出
荷
者
協
議
会

栽
培
講
習
会
開
催

水
稲
ヘ
リ
防
除

直
播
部
会
　圃
場
巡
回

各地を巡回し、より良い栽培方法を学んでいます

鶴来地区での様子

蝶屋地区の圃場での様子

光沢のあるナスが揃いました

　
７
月
５
日
、
ナ
ス
の
初
出
荷
を
行
い
ま

し
た
。
前
日
か
ら
続
く
暴
風
雨
の
中
、
早
朝

よ
り
作
業
を
行
い
、
秀
品
・
優
品
合
わ
せ
て

23
ケ
ー
ス
を
出
荷
し
ま
し
た
。
連
日
猛
暑
で

す
が
順
調
な
出
荷
が
続
い
て
お
り
、
10
月
頃

ま
で
出
荷
し
ま
す
。

　
13
日
に
白
山
市
内
の
小
中
学
校
23
校
で

行
わ
れ
た
「
は
く
さ
ん
夏
野
菜
カ
レ
ー
」

給
食
に
ナ
ス
１
４
８
㎏
を
提
供
し
ま
し
た
。

白
山
市
が
行
う
「
白
山
市
〝
夏
野
菜
〞
を

食
べ
よ
う
月
間
」
の
一
環
で
あ
り
、
地
産

地
消
、
食
育
活
動
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
ナ
ス
の
皮
に
は
、
体
の
熱
を
逃
が
す
働
き

の
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、

夏
バ
テ
解
消
の
た
め
に
食
す
場
合
は
、
漬
物

や
サ
ラ
ダ
な
ど
加
熱
を
控
え
る
も
の
が
お
す

す
め
で
す
。

　
７
月
４
日
と
11
日
、「
よ
ら
ん
か
い

ね
ぇ
広
場
」
出
荷
者
の
栽
培
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
石
川
営
農

戦
略
室
の
小
田
桐
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

２
日
間
で
延
べ
21
名
の
参
加
者
は
圃
場

14
か
所
を
巡
回
。
生
育
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
生
産
量
や
多
品
目
生
産
の
拡
大

へ
、
知
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
一
般
的
な
野
菜
だ
け
で
は
な
く
、
サ

ラ
ダ
ピ
ー
マ
ン
や
海
老
芋
な
ど
、
新
し
く

取
り
組
ん
で
い
る
生
産
者
も
お
り
、
今
後

の
管
理
や
施
肥
な
ど
多
く
の
事
を
学
び

ま
し
た
。

　
７
月
24
日
か
ら
鶴
来
・
手
取
地
区
で
、

水
稲
早
生
品
種
の
無
人
ヘ
リ
防
除
が
始
ま

り
ま
し
た
。
カ
メ
ム
シ
な
ど
に
よ
る
斑
点

米
被
害
（
米
に
黒
い
斑
点
が
つ
く
）
を

防
ぎ
、
品
質
・
等
級
を
保
持
し
生
産
者
の

所
得
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
営
農
経
済
部
で
は
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
散
布

作
業
で
の
事
故
防
止
の
た
め
に
、
18
日
に

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
安
全
講
習
会
が
行
わ
れ
、

人
畜
、
農
産
物
、
周
辺
環
境
等
に
対
す

る
安
全
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
円
滑

に
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
水
田
約
２
５
０
ha
へ
の
２
回
の
散
布

作
業
は
、
８
月
中
旬
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
近
隣
の
皆
さ
ま
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
７
月
20
日
、
石
川
農
林
総
合
事
務
所
２
名

と
直
播
部
会
会
員
12
名
、
営
農
指
導
員
が

圃
場
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

　
出
穂
前
の
葉
色
状
態
・
幼
穂
の
長
さ
を

確
認
。
出
穂
時
期
の
予
想
と
肥
培
管
理
、

水
管
理
、
病
害
虫
対
策
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
平
年
よ
り
気
温
が
高
く
少
雨
の

た
め
、
今
後
の
気
象
情
報
に
注
意
し
適
切
な

管
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
６
月
25
日
に
、
富
山
県
射
水
市

で
V
溝
直
播
で
の
２
年
３
作（
米
、麦
、大
豆
）

の
取
り
組
み
な
ど
を
視
察
し
、
栽
培
方
法
や

作
業
員
の
育
成
方
法
等
を
学
び
、
よ
り
知
識

を
深
め
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大
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よ
ら
ん
か
い
ね
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初
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取材を受けてくださった
伊藤幸司さん

笑顔が素敵な山岸雪子さん

安産営農組合の圃場にて

早朝５時から元気に作業していました

　
７
月
21
日
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
駐
車

場
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の
農
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で
、
生
産
者
の
伊
藤
幸
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さ
ん

（
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里
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お
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を
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い
ま
し
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。
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月
12
日
の
北
國
新
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の
記
事
を
見
て
、

「
以
前
か
ら
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で
プ
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タ
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栽
培
を
や
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て
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た
。
も
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も
と
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に
興
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が
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た

た
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、
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の
後
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し
も
あ
り
３
月
の
退
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を
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に
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園
を
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を
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と
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プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
と
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違
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戸
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こ

と
も
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が
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や
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、
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食
い
な

ど
営
農
指
導
員
や
同
じ
農
園
仲
間
か
ら
助
言

を
も
ら
え
る
の
で
、
初
心
者
で
も
や
れ
て
い

る
」
と
嬉
し
い
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。
す
で

に
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
、
イ
ン
ゲ
ン
を
よ
ら

ん
か
い
ね
ぇ
広
場
へ
初
出
荷
し
た
そ
う

で
す
。「
出
荷
を
目
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に
す
る
こ
と
で
作

る
楽
し
み
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

出
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時
は
、
定
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の
日
や
肥
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の
種
類

な
ど
の
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培
記
録
を
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に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
書
き
方
な
ど
戸
惑
い
も

あ
っ
た
が
、
Ｊ
Ａ
職
員
に
教
わ
り
不
安
は

な
か
っ
た
。
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野
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が
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無
く
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を
見
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と
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れ
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に
出
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に
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」
と
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日
は
お
孫
さ
ん
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一
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に
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朝
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ジ
ャ
ガ
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を
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用
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箱
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が
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っ
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に
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、
サ
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、
枝
豆
、
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ュ
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、
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、
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チ
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家
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と
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に
定
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し
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は
、
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り
の
ベ
テ
ラ
ン
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に
負
け
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ず
大
き
く
育
ち
、
収
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を
待
つ
ば

か
り
と
な
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て
い
ま
す
。
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25
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、
月
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の
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嘉
平
さ
ん

（
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）の
梨
園
で
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し
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の
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に
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ま
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よ
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毎
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来
る
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と
で
梨
の

木
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を
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」
と
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、

笑
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で
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０
０
本
分
の
作
業
を
し
て
い
ま

し
た
。
梨
の
木
を
植
え
て
48
年
。
年
齢
を

考
え
て
毎
年
今
年
で
最
後
と
思
い
な
が
ら

も
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フ
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方
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も
作
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ん
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と
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れ
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と
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み
に
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て
い
る
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の
た
め
に
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張
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続
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た
そ
う
で
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。
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月
後
半
の
収
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は
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ん
ど
が
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定

客
の
予
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で
無
く
な
り
ま
す
が
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か
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ね
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場
に
も
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さ
れ
る
予
定
で
す
。
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月
31
日
、
蝶
屋
地
区
で
小
菊
の
出
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が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
猛
暑
の
影
響
で
外
気
が
25
度
以
上
あ
る

た
め
、
ツ
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ミ
を
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け
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も
硬
い
ま
ま
で
開

く
様
子
が
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れ
ず
、
出
荷
時
期
が
危
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ま

れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
は
早
朝
や
夕
方
に
水
を
撒
き
、

試
行
錯
誤
で
菊
周
り
の
気
温
を
下
げ
る
取
り

組
み
な
ど
を
重
ね
ま
し
た
。
改
め
て
生
育

状
況
と
出
荷
時
期
の
調
整
は
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
初
出
荷
で
は
、
秀
品
・
優
品
合
わ
せ
て

11
箱
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
へ
の
花
束
の
出
荷

も
、
お
盆
前
か
ら
行
う
予
定
で
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大 ナ

ス
部
会
初
出
荷

「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」出
荷
者
協
議
会

栽
培
講
習
会
開
催

水
稲
ヘ
リ
防
除

直
播
部
会
　圃
場
巡
回

各地を巡回し、より良い栽培方法を学んでいます

鶴来地区での様子

蝶屋地区の圃場での様子

光沢のあるナスが揃いました

　
７
月
５
日
、
ナ
ス
の
初
出
荷
を
行
い
ま

し
た
。
前
日
か
ら
続
く
暴
風
雨
の
中
、
早
朝

よ
り
作
業
を
行
い
、
秀
品
・
優
品
合
わ
せ
て

23
ケ
ー
ス
を
出
荷
し
ま
し
た
。
連
日
猛
暑
で

す
が
順
調
な
出
荷
が
続
い
て
お
り
、
10
月
頃

ま
で
出
荷
し
ま
す
。

　
13
日
に
白
山
市
内
の
小
中
学
校
23
校
で

行
わ
れ
た
「
は
く
さ
ん
夏
野
菜
カ
レ
ー
」

給
食
に
ナ
ス
１
４
８
㎏
を
提
供
し
ま
し
た
。

白
山
市
が
行
う
「
白
山
市
〝
夏
野
菜
〞
を

食
べ
よ
う
月
間
」
の
一
環
で
あ
り
、
地
産

地
消
、
食
育
活
動
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
ナ
ス
の
皮
に
は
、
体
の
熱
を
逃
が
す
働
き

の
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、

夏
バ
テ
解
消
の
た
め
に
食
す
場
合
は
、
漬
物

や
サ
ラ
ダ
な
ど
加
熱
を
控
え
る
も
の
が
お
す

す
め
で
す
。

　
７
月
４
日
と
11
日
、「
よ
ら
ん
か
い

ね
ぇ
広
場
」
出
荷
者
の
栽
培
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
石
川
営
農

戦
略
室
の
小
田
桐
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

２
日
間
で
延
べ
21
名
の
参
加
者
は
圃
場

14
か
所
を
巡
回
。
生
育
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
生
産
量
や
多
品
目
生
産
の
拡
大

へ
、
知
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
一
般
的
な
野
菜
だ
け
で
は
な
く
、
サ

ラ
ダ
ピ
ー
マ
ン
や
海
老
芋
な
ど
、
新
し
く

取
り
組
ん
で
い
る
生
産
者
も
お
り
、
今
後

の
管
理
や
施
肥
な
ど
多
く
の
事
を
学
び

ま
し
た
。

　
７
月
24
日
か
ら
鶴
来
・
手
取
地
区
で
、

水
稲
早
生
品
種
の
無
人
ヘ
リ
防
除
が
始
ま

り
ま
し
た
。
カ
メ
ム
シ
な
ど
に
よ
る
斑
点

米
被
害
（
米
に
黒
い
斑
点
が
つ
く
）
を

防
ぎ
、
品
質
・
等
級
を
保
持
し
生
産
者
の

所
得
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
営
農
経
済
部
で
は
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
散
布

作
業
で
の
事
故
防
止
の
た
め
に
、
18
日
に

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
安
全
講
習
会
が
行
わ
れ
、

人
畜
、
農
産
物
、
周
辺
環
境
等
に
対
す

る
安
全
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
円
滑

に
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
水
田
約
２
５
０
ha
へ
の
２
回
の
散
布

作
業
は
、
８
月
中
旬
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
近
隣
の
皆
さ
ま
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
７
月
20
日
、
石
川
農
林
総
合
事
務
所
２
名

と
直
播
部
会
会
員
12
名
、
営
農
指
導
員
が

圃
場
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

　
出
穂
前
の
葉
色
状
態
・
幼
穂
の
長
さ
を

確
認
。
出
穂
時
期
の
予
想
と
肥
培
管
理
、

水
管
理
、
病
害
虫
対
策
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
平
年
よ
り
気
温
が
高
く
少
雨
の

た
め
、
今
後
の
気
象
情
報
に
注
意
し
適
切
な

管
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
６
月
25
日
に
、
富
山
県
射
水
市

で
V
溝
直
播
で
の
２
年
３
作（
米
、麦
、大
豆
）

の
取
り
組
み
な
ど
を
視
察
し
、
栽
培
方
法
や

作
業
員
の
育
成
方
法
等
を
学
び
、
よ
り
知
識

を
深
め
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大
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　女
性
部

第
１
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

く
ら
し
に
役
立
つ
防
災
講
座  

　
６
月
30
日
、
第
１
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス

カ
レ
ッ
ジ
「
く
ら
し
に
役
立
つ
防
災
講
座
」

を
、
講
師
に
鶴
来
消
防
署
坂
田
さ
ん
を
招
き

開
催
し
ま
し
た
。

　
主
に
防
火
に
つ
い
て
の
講
義
で
、
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
（
漏
電
現
象
）
や
半
断
線
な
ど
が
火

災
に
繋
が
る
と
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ー
テ
ン
な
ど
の
「
防
炎
品
」
の
効
果
や
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換
時
期
、
な
ど
、
日

頃
か
ら
防
災
に
気
を
つ
け
る
よ
う
指
導
が
あ

り
ま
し
た
。

　
講
義
後
は
、
水
の
入
っ
た
練
習
用
消
火
器

を
使
っ
た
実
演
講
習
が
あ
り
ま
し
た
。
20
名

の
参
加
者
は
な
る
べ
く
近
づ
い
て
火
元
に
当
て

る
こ
と
、
噴
射
時
間
が
17
秒
ほ
ど
し
か
な
い

こ
と
を
体
験
す
る

と
、「
実
際
の
火
災

現
場
で
あ
わ
て
る

と
、
火
元
に
当
た

ら
ず
消
火
で
き
な

い
。
冷
静
に
で
き

る
よ
う
日
頃
か
ら

意
識
が
必
要
」
と

話
し
ま
し
た
。

地域
 活性
地域
 活性

　
　
料
理
教
室

「
高
齢
者
用
お
弁
当
作
り
」

　
７
月
25
日
、蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト

９
名
が「
高
齢
者
用
お
弁
当
作
り
」を
行
い

ま
し
た
。

　
講
師
の
伊
奈
和
子
さ
ん
は「
高
齢
者
向
け

に
薄
味
で
柔
ら
か
く
、タ
ン
パ
ク
質・青
魚・

温
野
菜
な
ど
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
。

夏
な
の
で
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
に
な
っ
て

い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
岡
田
篤
子
部
長
は
、「
高
齢
者
向
け
の

お
弁
当
作
り
は
昨
年
よ
り
企
画
し
て
い
た

が
、な
か
な
か
取
り
組
め
な
か
っ
た
。今
回

の
試
作
を
基
に
、い
ず
れ
不
定
期
で
も
作
れ

な
い
か
検
討
し
た
い
」と
、今
後
の
展
望
を

語
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、鶏
の
ハ
ン
バ
ー
グ
、魚
の
塩
麹

焼
き
、夏
の
お
で
ん
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
カ
レ
ー

炒
め
、紫
玉
ね
ぎ

の
マ
リ
ネ
、キ
ュ

ウ
リ
の
中
華
漬

け
、わ
か
め
と
ご

ま
塩
の
お
に
ぎ

り
と
、鮮
や
か
で

目
で
も
楽
し
め

る
仕
上
が
り
で

し
た
。

地域
 活性
地域
 活性

　
７
月
11
日
〜
13
日
、
青
壮
年
部
舘
畑
支
部

が
作
っ
た
ひ
ま
わ
り
迷
路
に
、
鶴
来
第
二

幼
稚
園
44
名
、
ふ
じ
保
育
園
29
名
、
く
ら

や
ま
保
育
園
21
名
を
招
待
し
ま
し
た
。
気
温

の
高
い
中
、
最
初
は
並
ん
で
歩
い
て
い
た

園
児
た
ち
も
、
大
喜
び
で
何
度
も
行
き
来
し

て
自
然
を
満
喫
し
た
よ
う
で
、「
楽
し
い
」

「
い
い
匂
い
」「
も
う
一
回
」
と
辺
り
に
は

か
わ
い
い
笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。

　
５
月
か
ら
種
蒔
き
、
苗
の
定
植
、
水
や
り

な
ど
丹
精
し
て
育
て
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
、

盟
友
に
も
笑
顔
が
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
っ
そ
く
次
回
に
向

け
た
ア
イ
デ
ア
が
出

て
お
り
、
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。

　青
壮
年
部

ひ
ま
わ
り
迷
路
で

自
然
体
験

地域
 活性
地域
 活性

地域
 活性
地域
 活性

　
７
月
11
日
、
白
山
カ
ン
ト
リ
ー
松
風
コ
ー

ス
に
て
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
強
い
日
差
し
の
中
15
名
の
参
加
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
親
睦
を
深
め
プ
レ
イ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

蝶
屋
支
店

　
　支
店

　
　協
同
活
動

い
ち

い
ち

一

一

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

地域
 活性
地域
 活性

　
７
月
３
日
、
美
川
公
民
館
に
て
「
美
川

三
校
区
通
学
合
宿
」（
美
川
地
区
）
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
蝶
屋
支
店
の
木
戸
口
支
店
長
と
青
壮
年

部
蝶
屋
支
部
の
中
島
支
部
長
が
、「
地
元

で
と
れ
た
お
米
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
暑

い
夏
を
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
白
山

コ
シ
ヒ
カ
リ
20
㎏
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
食
育
教
育
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
い
し
か
わ

の
坂
本
桐
子
さ
ん
が
県
内
の
農
産
物
や

農
家
の
大
変
さ
な
ど
を
写
真
を
使
い
説
明

し
、「
地
元
の
米
や
野
菜
、
果
物
な
ど
を

感
謝
し
て
美
味
し
く
食
べ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

蝶
屋
支
店

通
学
合
宿
（
美
川
公
民
館
）

地域
 活性
地域
 活性

　
７
月
10
日
、
か
わ
ち
こ
ど
も
園
の
園
児

10
名
を
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
に
招
待
し

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
や

運
営
委
員
と
一
緒
に
、
準
備
し
た
カ
ゴ
４

箱
に
収
ま
ら
な
い
ほ
ど
収
穫
し
ま
し
た
。

と
て
も
暑
い
日
で
し
た
が
「
楽
し
い
」

「
大
き
い
の
と
れ
た
」
と
大
は
し
ゃ
ぎ

で
、
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
も
満
喫
し
た

様
子
で
し
た
。

　
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
園
児
の
お

土
産
の
ほ
か
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に

も
出
荷
し
ま
し
た
。

大
神
支
店

か
わ
ち
こ
ど
も
園

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫
体
験

地域
 活性
地域
 活性

　
７
月
19
日
、
明
光
小
学
校
へ
「
ち
ゃ
ぐ

り
ん
」
８
月
号
（
家
の
光
協
会
）
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
下
次
長
は
「
生
徒
の
皆
さ
ん
に
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
。
小
林
良
彰

教
頭
先
生
へ
手
渡
し
ま
し
た
。
学
校
司
書

の
吉
田
晴
子
さ
ん
は
「
マ
ン
ガ
や
料
理
・

工
作
な
ど
が
載
っ
て
い
て
活
用
し
や
す
い
。

各
学
年
と
図
書
室
に
置
く
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
今
回
、
Ｊ
Ａ
白
山
管
内
の
小
学
校
10
校

に
計
１
０
０
冊
を
寄
贈
し
、
食
農
教
育
の

促
進
を
図
り
ま
し
た
。

つ
る
ぎ
支
店

ち
ゃ
ぐ
り
ん
寄
贈

優
勝
　
山
田
　
茂
一 

さ
ん

２
位
　
石
村
　
　
勉 

さ
ん

３
位
　
喜
多
　
栄
一 

さ
ん

４
位
　
南
　
　
茂
治 

さ
ん

５
位
　
宮
崎
　
　
茂 

さ
ん

　
７
月
11
日
、
つ
る
ぎ
支
店
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
４
名
が
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
じ
さ
い
の

郷
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
七
夕
に
ち
な
ん
だ
紙
芝
居
や
歌
を
歌
い
、
氷
室

饅
頭
に
か
け
て
落
語
の
「
饅
頭
こ
わ
い
」
を
披
露

す
る
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
で
入
居
者

の
方
と
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
短
尺
に
何
を
書

き
ま
す
か
と
聞
く
と

「
家
族
が
元
気
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
」
と
心
温

ま
る
願
い
が
聞
か
れ
ま

し
た
。 　ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

ふじ保育園

くらやま保育園 鶴来第二幼稚園

７
月
13
日
、上
吉
谷
公
民

館
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
吉
野
谷
コ
メ
ヤ
薬
局
　
管
理
栄
養
士
の

槌
谷
優
美
さ
ん
に
よ
る
「
夏
バ
テ
防
止
の

食
事
」
講
座
は
、
夏
バ
テ
の
原
因
や
解
消

策
、
意
識
し
て
摂
り
た
い
栄
養
素
が
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ

れ
、
日
頃
か
ら
意

識
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
参
加
者
18
名

は
熱
心
に
聞
入
っ

て
い
ま
し
た
。

地域
 活性
地域
 活性

上
吉
谷

も
み
じ
会
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　女
性
部

第
１
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

く
ら
し
に
役
立
つ
防
災
講
座  

　
６
月
30
日
、
第
１
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス

カ
レ
ッ
ジ
「
く
ら
し
に
役
立
つ
防
災
講
座
」

を
、
講
師
に
鶴
来
消
防
署
坂
田
さ
ん
を
招
き

開
催
し
ま
し
た
。

　
主
に
防
火
に
つ
い
て
の
講
義
で
、
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
（
漏
電
現
象
）
や
半
断
線
な
ど
が
火

災
に
繋
が
る
と
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ー
テ
ン
な
ど
の
「
防
炎
品
」
の
効
果
や
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換
時
期
、
な
ど
、
日

頃
か
ら
防
災
に
気
を
つ
け
る
よ
う
指
導
が
あ

り
ま
し
た
。

　
講
義
後
は
、
水
の
入
っ
た
練
習
用
消
火
器

を
使
っ
た
実
演
講
習
が
あ
り
ま
し
た
。
20
名

の
参
加
者
は
な
る
べ
く
近
づ
い
て
火
元
に
当
て

る
こ
と
、
噴
射
時
間
が
17
秒
ほ
ど
し
か
な
い

こ
と
を
体
験
す
る

と
、「
実
際
の
火
災

現
場
で
あ
わ
て
る

と
、
火
元
に
当
た

ら
ず
消
火
で
き
な

い
。
冷
静
に
で
き

る
よ
う
日
頃
か
ら

意
識
が
必
要
」
と

話
し
ま
し
た
。
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料
理
教
室

「
高
齢
者
用
お
弁
当
作
り
」

　
７
月
25
日
、蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト

９
名
が「
高
齢
者
用
お
弁
当
作
り
」を
行
い

ま
し
た
。

　
講
師
の
伊
奈
和
子
さ
ん
は「
高
齢
者
向
け

に
薄
味
で
柔
ら
か
く
、タ
ン
パ
ク
質・青
魚・

温
野
菜
な
ど
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
。

夏
な
の
で
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
に
な
っ
て

い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
岡
田
篤
子
部
長
は
、「
高
齢
者
向
け
の

お
弁
当
作
り
は
昨
年
よ
り
企
画
し
て
い
た

が
、な
か
な
か
取
り
組
め
な
か
っ
た
。今
回

の
試
作
を
基
に
、い
ず
れ
不
定
期
で
も
作
れ

な
い
か
検
討
し
た
い
」と
、今
後
の
展
望
を

語
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、鶏
の
ハ
ン
バ
ー
グ
、魚
の
塩
麹

焼
き
、夏
の
お
で
ん
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
カ
レ
ー

炒
め
、紫
玉
ね
ぎ

の
マ
リ
ネ
、キ
ュ

ウ
リ
の
中
華
漬

け
、わ
か
め
と
ご

ま
塩
の
お
に
ぎ

り
と
、鮮
や
か
で

目
で
も
楽
し
め

る
仕
上
が
り
で

し
た
。
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７
月
11
日
〜
13
日
、
青
壮
年
部
舘
畑
支
部

が
作
っ
た
ひ
ま
わ
り
迷
路
に
、
鶴
来
第
二

幼
稚
園
44
名
、
ふ
じ
保
育
園
29
名
、
く
ら

や
ま
保
育
園
21
名
を
招
待
し
ま
し
た
。
気
温

の
高
い
中
、
最
初
は
並
ん
で
歩
い
て
い
た

園
児
た
ち
も
、
大
喜
び
で
何
度
も
行
き
来
し

て
自
然
を
満
喫
し
た
よ
う
で
、「
楽
し
い
」

「
い
い
匂
い
」「
も
う
一
回
」
と
辺
り
に
は

か
わ
い
い
笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。

　
５
月
か
ら
種
蒔
き
、
苗
の
定
植
、
水
や
り

な
ど
丹
精
し
て
育
て
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
、

盟
友
に
も
笑
顔
が
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
っ
そ
く
次
回
に
向

け
た
ア
イ
デ
ア
が
出

て
お
り
、
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。

　青
壮
年
部

ひ
ま
わ
り
迷
路
で

自
然
体
験
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７
月
11
日
、
白
山
カ
ン
ト
リ
ー
松
風
コ
ー

ス
に
て
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
強
い
日
差
し
の
中
15
名
の
参
加
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
親
睦
を
深
め
プ
レ
イ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

蝶
屋
支
店

　
　支
店

　
　協
同
活
動

い
ち

い
ち

一

一

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
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７
月
３
日
、
美
川
公
民
館
に
て
「
美
川

三
校
区
通
学
合
宿
」（
美
川
地
区
）
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
蝶
屋
支
店
の
木
戸
口
支
店
長
と
青
壮
年

部
蝶
屋
支
部
の
中
島
支
部
長
が
、「
地
元

で
と
れ
た
お
米
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
暑

い
夏
を
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
白
山

コ
シ
ヒ
カ
リ
20
㎏
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
食
育
教
育
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
い
し
か
わ

の
坂
本
桐
子
さ
ん
が
県
内
の
農
産
物
や

農
家
の
大
変
さ
な
ど
を
写
真
を
使
い
説
明

し
、「
地
元
の
米
や
野
菜
、
果
物
な
ど
を

感
謝
し
て
美
味
し
く
食
べ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

蝶
屋
支
店

通
学
合
宿
（
美
川
公
民
館
）
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７
月
10
日
、
か
わ
ち
こ
ど
も
園
の
園
児

10
名
を
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
に
招
待
し

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
や

運
営
委
員
と
一
緒
に
、
準
備
し
た
カ
ゴ
４

箱
に
収
ま
ら
な
い
ほ
ど
収
穫
し
ま
し
た
。

と
て
も
暑
い
日
で
し
た
が
「
楽
し
い
」

「
大
き
い
の
と
れ
た
」
と
大
は
し
ゃ
ぎ

で
、
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
も
満
喫
し
た

様
子
で
し
た
。

　
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
園
児
の
お

土
産
の
ほ
か
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に

も
出
荷
し
ま
し
た
。

大
神
支
店

か
わ
ち
こ
ど
も
園

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫
体
験
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７
月
19
日
、
明
光
小
学
校
へ
「
ち
ゃ
ぐ

り
ん
」
８
月
号
（
家
の
光
協
会
）
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
下
次
長
は
「
生
徒
の
皆
さ
ん
に
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
。
小
林
良
彰

教
頭
先
生
へ
手
渡
し
ま
し
た
。
学
校
司
書

の
吉
田
晴
子
さ
ん
は
「
マ
ン
ガ
や
料
理
・

工
作
な
ど
が
載
っ
て
い
て
活
用
し
や
す
い
。

各
学
年
と
図
書
室
に
置
く
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
今
回
、
Ｊ
Ａ
白
山
管
内
の
小
学
校
10
校

に
計
１
０
０
冊
を
寄
贈
し
、
食
農
教
育
の

促
進
を
図
り
ま
し
た
。

つ
る
ぎ
支
店

ち
ゃ
ぐ
り
ん
寄
贈

優
勝
　
山
田
　
茂
一 

さ
ん

２
位
　
石
村
　
　
勉 

さ
ん

３
位
　
喜
多
　
栄
一 

さ
ん

４
位
　
南
　
　
茂
治 

さ
ん

５
位
　
宮
崎
　
　
茂 

さ
ん

　
７
月
11
日
、
つ
る
ぎ
支
店
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
４
名
が
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
じ
さ
い
の

郷
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
七
夕
に
ち
な
ん
だ
紙
芝
居
や
歌
を
歌
い
、
氷
室

饅
頭
に
か
け
て
落
語
の
「
饅
頭
こ
わ
い
」
を
披
露

す
る
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
で
入
居
者

の
方
と
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
短
尺
に
何
を
書

き
ま
す
か
と
聞
く
と

「
家
族
が
元
気
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
」
と
心
温

ま
る
願
い
が
聞
か
れ
ま

し
た
。 　ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

ふじ保育園

くらやま保育園 鶴来第二幼稚園

７
月
13
日
、上
吉
谷
公
民

館
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
吉
野
谷
コ
メ
ヤ
薬
局
　
管
理
栄
養
士
の

槌
谷
優
美
さ
ん
に
よ
る
「
夏
バ
テ
防
止
の

食
事
」
講
座
は
、
夏
バ
テ
の
原
因
や
解
消

策
、
意
識
し
て
摂
り
た
い
栄
養
素
が
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ

れ
、
日
頃
か
ら
意

識
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
参
加
者
18
名

は
熱
心
に
聞
入
っ

て
い
ま
し
た
。
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上
吉
谷

も
み
じ
会
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75ⒸJA共済 18484000070使用期限：H31.3.31まで

お問い合わせはこの資料は概要を説明したものです。詳細につきまし
ては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」およ
び「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

「後遺障害共済金」、「災害給付金」の
お支払い例をご紹介します。

JA共済の保障のポイント

生命の
保障編 （　　　　）平成6年4月1日以降の

ご契約の場合

後遺障害共済金 200万円
特約後遺障害共済金 2,800万円

合 計 3,000万円

糖尿病性網膜症により、
視力が低下して
両目を失明した場合
疾病による後遺障害第1級1号に
該当した場合です。

後遺障害共済金 200万円
特約後遺障害共済金 2,800万円

合 計 3,000万円

広範囲にわたる
脳梗塞により、
自らは何ひとつできない
状態となった場合
疾病による後遺障害第１級１０号に
該当した場合です。

災害給付金 500万円 × 80％

合 計 400万円

災害給付金 500万円 × 40％

合 計 200万円

災害給付金 500万円 × 30％

合 計 150万円

災害給付金 500万円 × 20％

合 計 100万円

交通事故により、
右足を下腿部付近で
切断した場合
災害による後遺障害第2級17号に
該当した場合です。

転倒して股関節を脱臼、
片足の股関節に
人工骨頭を入れた場合
災害による後遺障害第6級60号に
該当した場合です。

脱穀機等の機械に
指をはさまれ、
片手の母指（親指）を
つけ根から切断した場合
災害による後遺障害第7級78号に
該当した場合です。

電動草刈機で作業中に、
動作を誤って
片足の親指をつけ根から
切断した場合
災害による後遺障害第８級１０２号に
該当した場合です。

※全てのお支払い例について、共済期間内に原因が発生し、症状が固定していることがお支払いの要件となります（治療により回復が見込まれる場
合は後遺障害の認定はできません）。
※お支払い例①について、特定視力障害不担保法による特別条件特約を付加した契約の場合には、被共済者等が眼球または眼球付属器に生じた
疾病により第1級の後遺障害の状態、重度要介護状態または疾病重度障害状態になったときでも、後遺障害共済金を支払いません。

1
お支払い例

3
お支払い例

5
お支払い例

2
お支払い例

4
お支払い例

6
お支払い例

ご契約例

災害給付特約　 500万円
定期特約　　 2,800万円
終身共済（主契約） 200万円

この他にも、JA共済の後遺障害保障は幅広く、128項目もあります。

白山農業協同組合

共済こぼれ話 入ってて良かった…JA共済

横断歩道前で停止を怠ると事故になることもあります

車に内輪差があることを実感 挨拶をする竹内組合長

(有)アグリサポート白山は(有)アグリサポート白山は
　　 地域農業振興に向けて情報発信と営農支援に取り組んでいます

-安全・
安心-

心をこめ
て

作ってい
ます。

-安全・
安心-

心をこめ
て

作ってい
ます。

おしらせ
　
７
月
18
日
、
「
さ
わ
や
か
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
乗
鞍
・
畳

平
」
を
開
催
し
、
２
３
２
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
早
朝
６
時
頃
の
本
店
出
発
時
に
は
す
で
に
気
温
が
27
度

あ
り
、
熱
中
症
な
ど
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
白
山
と
標
高
が

同
じ
２
７
０
２
ｍ
の
畳
平
で
は
18
度
ほ
ど
と
快
適
で
し
た
。

　
快
晴
に
も
恵
ま
れ
、
ゆ
っ
た
り
周
れ
る
お
花
畑
周
回
コ
ー

ス
や
、
足
に
自
信
の
あ
る
方
は
魔
王
岳
や
富
士
見
岳
を
登
り
、

２
時
間
半
の
散
策
を
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
万
年
雪
が
残
る
「
不
消
ヶ
池
（
き
え
ず
が
い
け
）
」
や
、

淡
紅
色
の
花
と
パ
セ
リ
風
の
葉

の
色
が
印
象
的
な
高
山
植
物

「
コ
マ
ク
サ
」
な
ど
、
大
自
然

を
満
喫
し
「
癒
さ
れ
た
」「
楽
し

か
っ
た
」
と
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
来
年
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

Ｊ
Ａ
白
山
年
金
友
の
会

　
乗
鞍
の
大
自
然
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
満
喫

地域
 活性
地域
 活性　

７
月
18
日
、
鶴
来
中
学
校
で
Ｊ
Ａ
白
山
主
催

「
自
転
車
交
通
安
全
教
室
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
交
通
事
故
の
実
演
を
通
じ
て
事
故
の
恐
さ

や
衝
撃
を
実
感
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を

伝
え
ま
し
た
。

　
ス
タ
ン
ト
マ
ン
６
人
が
、
逆
走
に
よ
る
自
転

車
同
士
の
衝
突
、
ル
ー
ル
違
反
の
自
転
車
が

自
動
車
に
衝
突
す
る
様
子
な
ど
を
実
演
。
自
動

車
の
内
輪
差
や
運
転
手
の
死
角
に
よ
る
事
故
の

解
説
も
あ
り
、「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
て
も
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
」
と
注
意
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
開
催
に
先
立
ち
竹
内
文
雄
組
合
長
が
「
平
成

29
年
の
自
転
車
事
故
は
約
９
万
人
、
そ
の

う
ち
死
傷
者
２
７
０
０
０
人
が
19
歳
以
下
で

全
体
の
約
３
割
を
占
め
ま
す
。
生
徒
の
皆

さ
ん
に
は
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解
し
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
生
徒
代
表
が
「
事
故
の
恐
さ
を

知
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
Ｊ
Ａ
共
済
連
石
川
、
県
警

本
部
、
白
山
署

に
ご
協
力
い
た

だ
き
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

交
通
事
故
再
現
で
自
転
車
ル
ー
ル
学
ぶ
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豪華賞品を用意しております。奮ってご参加ください。豪華賞品を用意しております。奮ってご参加ください。

平成30年10月4日(木)日　　時

白山カントリー倶楽部
松風コース  （能美市三ツ屋町ヌ30）

場　　所

申込期限 9月14日(金)9月14日(金)

第10回 年金ゴルフ大会
参加者大募集
第10回 年金ゴルフ大会
参加者大募集
第10回 年金ゴルフ大会
参加者大募集

参加資格

8,3００円（プレー代金込）
※ビジター・メンバー共通

現在JA白山にて年金をお受け取りになっている方、または、55歳以上で将来JA白山で
年金のお受け取りを予定されている方。詳しくは、最寄りの支店窓口にてお尋ねください。

8,3００円（プレー代金込）
※ビジター・メンバー共通

会　　費

現在JA白山にて年金をお受け取りになっている方、または、55歳以上で将来JA白山で
年金のお受け取りを予定されている方。詳しくは、最寄りの支店窓口にてお尋ねください。

　５年ほど前になりますが、定期的に訪問して
いたお客さまの話です。集金を終えて、共済の
加入内容の説明をしていたときに奥さんが、旦
那さんの病気について色々とお話をしてくれま
した。旦那さんの病気は、だんだんと目が見え
なくなり最終的には失明してしまうというもの
で、その話を聞いたとき「これは共済金の請求
ができるのではないか」と思い調べた結果、
「後遺障害共済金」の支払事由に該当したため
請求手続きをしました。旦那さんも奥さんも非
常に喜ばれて、「JA共済に入っててよかっ
た」と言ってくださいました。
　共済がお役に立てたのはもちろん、共済に
入っててよかったの言葉はなによりうれしかっ
たです。

（複合渉外担当Ｍさん）

　7月20日、カボチャの収穫が行われました。
　カボチャは収穫後2～3週間程度、風通しの良い
日陰（又は冷暗所）に保管し追熟します。追熟する
ことで、デンプンがゆっくり糖に変わってホック
リと甘くなり、3カ月ほど保存が可能になります。

カボチャ収穫

　7月17日、アグリサポート白山が取り
組んでいる「うぃずＯｎｅ」を活用し栽培し
たキュウリの出荷が始まりました。

　発泡スチロール箱を用いた隔離床溶液栽培で、点滴チューブで圃
場内の水分と養分を自動潅水施肥することで、均一を図っています。
　管理次第で露地栽培よりも収穫時期を延ばすことが出来、露地
栽培品の出荷ピークを過ぎても販売が可能になり、「農業者の所得
増大」に繋がると期待されています。
　ミニトマトも順調に育ち、お盆を過ぎた頃に収穫を迎えそうです。
　興味をお持ちの方は、営農センターまでお問い合わせください。

（TEL 273-5277）

「うぃずOne」
 生育順調みずみずしく

育ちました！

トマトは色づきを
待つばかり

1カ月で2m
ほどに

なりました！
1カ月で2m

ほどに

なりました！
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75ⒸJA共済 18484000070使用期限：H31.3.31まで

お問い合わせはこの資料は概要を説明したものです。詳細につきまし
ては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」およ
び「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

「後遺障害共済金」、「災害給付金」の
お支払い例をご紹介します。

JA共済の保障のポイント

生命の
保障編 （　　　　）平成6年4月1日以降の

ご契約の場合

後遺障害共済金 200万円
特約後遺障害共済金 2,800万円

合 計 3,000万円

糖尿病性網膜症により、
視力が低下して
両目を失明した場合
疾病による後遺障害第1級1号に
該当した場合です。

後遺障害共済金 200万円
特約後遺障害共済金 2,800万円

合 計 3,000万円

広範囲にわたる
脳梗塞により、
自らは何ひとつできない
状態となった場合
疾病による後遺障害第１級１０号に
該当した場合です。

災害給付金 500万円 × 80％

合 計 400万円

災害給付金 500万円 × 40％

合 計 200万円

災害給付金 500万円 × 30％

合 計 150万円

災害給付金 500万円 × 20％

合 計 100万円

交通事故により、
右足を下腿部付近で
切断した場合
災害による後遺障害第2級17号に
該当した場合です。

転倒して股関節を脱臼、
片足の股関節に
人工骨頭を入れた場合
災害による後遺障害第6級60号に
該当した場合です。

脱穀機等の機械に
指をはさまれ、
片手の母指（親指）を
つけ根から切断した場合
災害による後遺障害第7級78号に
該当した場合です。

電動草刈機で作業中に、
動作を誤って
片足の親指をつけ根から
切断した場合
災害による後遺障害第８級１０２号に
該当した場合です。

※全てのお支払い例について、共済期間内に原因が発生し、症状が固定していることがお支払いの要件となります（治療により回復が見込まれる場
合は後遺障害の認定はできません）。
※お支払い例①について、特定視力障害不担保法による特別条件特約を付加した契約の場合には、被共済者等が眼球または眼球付属器に生じた
疾病により第1級の後遺障害の状態、重度要介護状態または疾病重度障害状態になったときでも、後遺障害共済金を支払いません。

1
お支払い例

3
お支払い例

5
お支払い例

2
お支払い例

4
お支払い例

6
お支払い例

ご契約例

災害給付特約　 500万円
定期特約　　 2,800万円
終身共済（主契約） 200万円

この他にも、JA共済の後遺障害保障は幅広く、128項目もあります。

白山農業協同組合

共済こぼれ話 入ってて良かった…JA共済

横断歩道前で停止を怠ると事故になることもあります

車に内輪差があることを実感 挨拶をする竹内組合長

(有)アグリサポート白山は(有)アグリサポート白山は
　　 地域農業振興に向けて情報発信と営農支援に取り組んでいます
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　５年ほど前になりますが、定期的に訪問して
いたお客さまの話です。集金を終えて、共済の
加入内容の説明をしていたときに奥さんが、旦
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ができるのではないか」と思い調べた結果、
「後遺障害共済金」の支払事由に該当したため
請求手続きをしました。旦那さんも奥さんも非
常に喜ばれて、「JA共済に入っててよかっ
た」と言ってくださいました。
　共済がお役に立てたのはもちろん、共済に
入っててよかったの言葉はなによりうれしかっ
たです。

（複合渉外担当Ｍさん）

　7月20日、カボチャの収穫が行われました。
　カボチャは収穫後2～3週間程度、風通しの良い
日陰（又は冷暗所）に保管し追熟します。追熟する
ことで、デンプンがゆっくり糖に変わってホック
リと甘くなり、3カ月ほど保存が可能になります。

カボチャ収穫

　7月17日、アグリサポート白山が取り
組んでいる「うぃずＯｎｅ」を活用し栽培し
たキュウリの出荷が始まりました。

　発泡スチロール箱を用いた隔離床溶液栽培で、点滴チューブで圃
場内の水分と養分を自動潅水施肥することで、均一を図っています。
　管理次第で露地栽培よりも収穫時期を延ばすことが出来、露地
栽培品の出荷ピークを過ぎても販売が可能になり、「農業者の所得
増大」に繋がると期待されています。
　ミニトマトも順調に育ち、お盆を過ぎた頃に収穫を迎えそうです。
　興味をお持ちの方は、営農センターまでお問い合わせください。

（TEL 273-5277）
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単位：円/60kg（税込）

コシヒカリ１等・ゆめみづほ１等の仮渡金は94円／60㎏（税込）加算し、中間精算で差引いて支払。

平成29年石川県産米の共同計算及び生産者手取額平成29年石川県産米の共同計算及び生産者手取額
・米需給調整需要拡大基金拠出者の米穀

１．共同計算の実施単位 ２．共同計算費目
費　目 内　容

流通・保管に係わる経費

仮渡金の金利、保管料・入出庫料、運賃
安全・安心に係る検査等の費用、集約保管等経費

生産・集荷・販売等に
係る経費

広告宣伝費、販売推進費用
直売米管理費

フレコン容器の使用料
産地精米等品質向上対策

その他経費
監査委員会費用
安全安心集荷対策費

手数料 全農・JA 手数料

平成30年石川県産米共同計算方法平成30年石川県産米共同計算方法

銘　柄 等級 銘　柄 等級

●うるち米
　コシヒカリ
　ゆめみづほ
　ひゃくまん穀

1 等

2 等

3 等

●酒米
　北陸12号
　五百万石
　石川門 

1 等

2 等

3 等

●もち米
　カグラモチ
　白山もち

1 等

2 等

3 等

各、品種ごとに実施します

※経費の主な内容
１． 流通・保管等経費（保管料、入出庫料、運賃、仮渡金等の金利、集約保管等の経費、安全・安心等検査費用等、フレコン使用料、産地精米等品質向上
　 対策費）
２． 生産・集荷・販売等経費（JAへの支出経費、広告宣伝等の経費等）
３． その他経費（安全安心集荷対策費）
４． 集荷対策費（生産者のフレコン出荷等の対策費）
※ 米需基金未拠出者は、拠出者より仮渡金において一律80円/60㎏引きとしている。

※ 生産者への国からの助成金
　 経営所得安定対策交付金【（平成29年12月）7,500円/10a】 県平均で865円/60㎏（税込）となる。（7,500円/10a÷県平均単収520㎏）

銘　柄 等
級

販売
価格

集荷・流通・販売等の経費 共同計算精算額

JA白山
助成金

利用高
配当金

生産者手取額

流通・
保管等
経費

生産・
集荷・
販売等
経費

その他  
経費 手数料 合計 仮渡金

中間 
精算

30/4/25

全農
共計
精算

30/7/31

JA白山
共計
精算

30/7/31

合計 合計

コシヒカリ

1 15,553 1,140 172 55 756 2,123 12,500 806 124 68 13,498 100 162 13,760
2 14,905 1,140 172 55 756 2,123 11,806 900 76 12,782 162 12,944
3 13,825 1,140 172 55 756 2,123 10,706 900 96 11,702 162 11,864

ゆめみづほ

1 14,645 1,140 172 55 756 2,123 11,800 506 216 258 12,780 100 162 13,042
2 13,997 1,140 172 55 756 2,123 11,106 600 168 11,874 162 12,036
3 12,917 1,140 172 55 756 2,123 9,706 600 488 10,794 162 10,956

ひゃくまん穀

1 15,353 1,140 172 55 756 2,123 12,206 900 124 13,230 100 162 13,492
2 14,705 1,140 172 55 756 2,123 11,606 900 76 12,528 162 12,744
3 13,625 1,140 172 55 756 2,123 9,706 900 896 11,502 162 11,664

北陸12号 1 17,177 1,140 172 55 756 2,123 13,686 600 768 15,054 100 162 15,316

五百万石
・石川門

特 16,497 1,140 172 55 756 2,123 13,006 600 768 14,374 100 162 14,636
1 16,097 1,140 172 55 756 2,123 12,606 600 768 13,974 100 162 14,236
2 15,017 1,140 172 55 756 2,123 11,106 600 1,188 12,894 162 13,056
3 13,937 1,140 172 55 756 2,123 10,006 600 1,208 11,814 162 11,976

白山もち

1 12,879 1,140 172 55 756 2,123 9,906 850 10,756 100 162 11,018
2 12,231 1,140 172 55 756 2,123 9,306 802 10,108 162 10,270
3 11,151 1,140 172 55 756 2,123 5,206 822 6,028 162 6,190

カグラモチ

1 12,901 1,140 172 55 756 2,123 9,906 872 110 10,888 100 162 11,150
2 12,253 1,140 172 55 756 2,123 9,306 824 10,130 162 10,292
3 11,173 1,140 172 55 756 2,123 8,206 844 9,050 162 9,212

出荷時払 出荷時払 30/7/25

今年も当JAでは秋の農作業用燃料に対し、独自の対策を実施します。
秋の農作業用コンバイン・トラクター用軽油、乾燥機用灯油に限り、期間内の累計使
用量に応じて助成させていただきます。1リッターあたりの助成額は以下の通りです。

　7月1日～5日、本店に集合した
参加者14名はバスで名古屋港へ
向かい、船に乗り込みました。
今回の船は県内外のＪＡで貸し
切っており、ドレスコードも普
段より緩め。参加者からは「別
世界だった」「とても楽しめた」
「帰ってきたくなかった」と、満
足頂いた様子でした。

秋の農作業用燃料特別価格
農業用軽油・灯油配送

致します！

期　間　平成30年8月1日（水）～10月31日（水）

■ 就  業  場  所
■ 採用予定人数
■ 雇  用  期  間
■ 必要な経験等
■ 職　　　　種

■ 給　　　　与
■ 就  業  時  間

JA白山営農経済センター　白山市井口町は７番地１
若干名　　　　　　　　　■ 雇  用  形  態　パート職員
雇用期間の定めあり（採用日～平成31年3月31日）　契約更新あり（原則更新）
農業経験のある方、また農業に興味のある方
農産物（水稲、ネギ、カボチャ、丸いもなど）の栽培生産と選果作業
農産物の加工（こうじ味噌、モチ加工品、かきもちなど）
時給850円～1,000円　　■ 休　  日　  等　週休2日制
8時30分～17時15分

有限会社アグリサポート白山　スタッフ募集

100ℓ～499ℓ
1,000ℓ～1,999ℓ

１円助成
３円助成

500ℓ～999ℓ
2,000ℓ以上

２円助成
４円助成

ぱしふぃっくびぃなす
小笠原クルーズ
開催しました！！第１弾第１弾

定期積金募集要項
募集期間　平成30年7月～12月
加入条件　①個人の方に限ります
　　　　　②毎月20,000円～の掛込で平成32年6月に満期到来する
定期積金にご加入していただきます。
例：平成30年7月ご契約の場合…毎月20,000円×23回（満期月 平成32年6月）
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単位：円/60kg（税込）
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平成29年石川県産米の共同計算及び生産者手取額平成29年石川県産米の共同計算及び生産者手取額
・米需給調整需要拡大基金拠出者の米穀
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集荷・
販売等
経費

その他  
経費 手数料 合計 仮渡金
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JA白山青壮年部舘畑支部が毎年作るひまわり迷路。
今年も大輪の花を咲かせ、地域の人々の憩いの場となった。

表紙の写真

特 

集

ひまわり迷路
（井口町）

J
A
白
山
の
自
己
改
革

8 A
ugust 第

122号August

8
第122号

2018

（平成30年6月末実績参考）

組合員数  6,864名（団体含）

貯金残高 71,231百万円
貸出金残高 17,373百万円
長期共済保有高 2,115.4億円
購買品供給高 601,711千円
販売品取扱高 77,383千円
職員数（パート除く） 140名

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所
平成 30 年 8 月 24 日（金）
平成 30 年 9 月 25 日（火）
午前9時～12時（基本30分単位）

JA 白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／本店総務課 谷口）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690T E L 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

平成30年11月13日（火）
石川県立音楽堂コンサートホール
JAで年金の振込を指定していただいている方
※新規受取・他金融機関よりJAへ変更手続き中、年金指定予約していただいた方のうち受給開始まで1年以内の方も対象となります。

平成30年9月21日（金）
抽選でペア31組（62名様）をご招待します。
応募用紙に必要事項をご記入のうえ、ご利用JA店舗窓口にお持ちください。
コンサートチケットの発送をもって、発表にかえさせていただきます。（平成30年10月3日（水）を予定）

日　　時

会　　場

応募対象者

応募期間

招待者数

応募方法

当選発表
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